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先月から今月にかけ各地にとんでいた。福岡、広島、
高松、大阪、名古屋、仙台、金沢、札幌と行ったり来た
りの日が続いた。そのなかで「すごい」人に会った！　や
る気っていうのは、なるほど、こういう上司を前にして生
まれるのか、というのをしみじみと感じた。
その日の研修もいつもと同じようにオリエンテーショ

ンから始まった。その後、進行される方がこうアナウンス
された。「次に部長のＡさんからお話しをいただきます。
それではＡさん、よろしくお願いいたします。」え？　部
下が上司を「さん」？
小柄でふっくらして、にこにこしたＡさんが登場した。

まるで恵比寿さんのようだ。Ａさんは資料を用意されて
いた。そこには仕事をしていくうえで大切にしている言
葉が綴られていた。講話もありたきりな説明ではなかっ
た。参加者の年代だった頃の失敗談、それをどうやって
乗り越えたのかを語られる。そこから「組織のなかで小さ
くまとまるな！」というメッセージが力強く伝わってき
た。部下を育てるコミットが高い。これはふつうの人では
ないな、そう感じた。
研修が終わってから、Ａさんと話す機会を得た。

「うちの社員の印象はどうですか？　どうぞ遠慮しな
いで言ってください。」
「そうですね。発表からは、女性のほうが考えに具体性
があり落ち着いている印象がありました。男性はどちら
かというと、意欲はかなりあるものの行動レベルになる
と表現が抽象的で、勢いに終始する傾向があるように感
じました。」言いすぎかな、と一瞬迷う。
「ふむ。論理性に欠ける、ですね。それはあるな。はっ

ははははっ！」
豪快さ、大らかさ、ユーモア、それらを感じほっとし

た。私も自然に笑みが広がる。
「実は猪俣さんに教えてほしいことがありましてね。う
ちの社員は新人の頃はあんなに元気でのびのびしている
のに、働いているうちに小さくまとまってしまう。本当は
もっとできるはずなのに。より高い目標を目指せば、もっ
と楽にクリアできることがたくさんあるんです。それを
言い聞かせて実行した部下たちが実績をだして社長賞を
とっています。しかし実行できない部下も大勢いる。それ
は非常にもったいない。今私が話していることを理論だ

てて書いてある本はないでしょうか？」
「うちには優秀な女性が多い。にも拘わらず、ようやく
支店長が昨年一人でたくらいなんです。彼女をそこまで
育てるのに５年かかりました。しかし、女性の支店長を
もっと多くだしたい。５年かかったところを１年か２年
くらいでそこまでたどり着くには、どうしたらいいと思
いますか？」
日頃から考え続けているからこその質問だ。同時に、

「人材育成のプロ」として私をみてくださっていることも
十分伝わってきた。人から謙虚に学ぶ姿勢があってこそ
のものだろう。それにこたえるべく私も持っているだけ
のアイディアを伝えた。他社での成功事例、上司から部
下に関わるときの会話をどのようにするとＡさんが期待
しているような結果がうまれるのか、具体的な「質問の
仕方の例」とともに情報提供した。Ａさんは「なるほど。
うちの会社ではそれはないなあ。」と深く頷きながら聞い
ていた。
翌日、Ａさんからお礼のメールが届いた。そこには、私

から聞いた内容を早速部下全員に伝えた、とある。驚い
た。なぜなら、「いい話を聞きました。ありがとうござい
ます。」と感謝する人こそ多い。が、それを行動にうつし
てみた、という連絡をいただいたのは初めてだったから
だ。その後の私に何がおきたか。Ａさんの参考になりそう
な書籍や事例をさらに探し、後日お送りしたのである。
そうしたい気持ちになったのだ。
この夏、大切なことを学んだ。相手のやる気と行動を

引き出すにはどうしたらいいかって？　それは相手を一
人の人としてきちんと認めることだ。そうすれば人は自
ずと自分の力を使いたくなってくる。Ａさんが私にした
ことすべてがそうだった。相手に率直にアイディアを求
める。もらったアイディアに対して「もうそんなことは
やっている。」「それは難しくてできない。」など言い訳し
て立ち止まらず、まずやってみる。そうしたらどうだった
かを本人にまた伝えてあげる。それだけでいい。
さて私はどうかな？　反省しきりである。ならば、これ

から意識してそれをやってみよう。人が自信をもって活
き活きと仕事にとりくむ様子を目の当たりにするのが、
私の栄養源なのだから。

～やる気を引き出す源泉を探る～
その67　シンプルな法則。
相手にアイディアを求め、実行する。それだけ。
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